
 

免震建築物の耐風設計指針 正誤表 

章 頁 誤 正 備考 

１章 P.1 本文の(2)「･･･損傷の累積対する」 「･･･損傷の累積に対する」  

1 章 P.3 表 1.1 中ランク B,C の項「弾性限を越え」 「弾性限を超え」  

付 2 P.88 8 行目「疲労損傷度 0.091」， 

10 行目「疲労損傷度 0.091」 

「疲労損傷度 0.077」， 

「疲労損傷度 1.040」 

 

付 2 P.88 図 9 下図に変更  

付 2 P.88 表 3 下表に変更  

 

 
 



章 頁 誤 正 備考 

付 5 P.130 13 行目「･･･（鋼棒ダンパー，摩擦ダン

パー，すべり支承など）」 

「摩擦ダンパー，すべり支承」を削除  

付 5 P.130 21 行目「･･･分類できる。」の後 「なお、すべり支承はクリープ性を有す

る免震部材ではないが、滑動時の剛性（２

次剛性）がないことや軸力変動などによ

る摩擦力変動の影響を受けることから、

風荷重により滑動が生じる場合において

クリープ性を顕著に有する弾塑性ダンパ

ーとして扱うことが望ましい。」を追加 

 

付 6 P.138 表 1・水平剛性の値 「14.1」 「17.2」  

付 6 P.138 表 2 下表に変更  

付 6 P.138 下から 15 行目「KI=351.1kN/cm」 「KI=378.3kN/cm」  

付 6 P.139 図 4 下図に変更  

 

表 2 鉛プラグ入り積層ゴム 

 
切片荷重 

Qd（kN） 

1 次剛性

（kN/cm） 

2 次剛性

（kN/cm） 

降伏変形 

δy(cm) 

15N/mm2
相当

軸力（kN） 

LRB900φ 

鉛プラグ径 190φ 
226.0 181.74 13.97 1.35 9120 

 

 

 

図 4 振動解析モデル 
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